
肥
全
板
愛
知
大
会
実
行

委
員
会

村
上
委
員
長

・
愛
知
大
会
を
成
功
さ
せ
る
為
に
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⑧
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Ｐ
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ｐ
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㈹
委
員
長
及
び
全
板
愛
知

大
会
実
行
委
員
会
部
会

長
報
告

毛
利
総
務
委
員
長

・
全
板
長
嫡
大
会
の
参
加
に
つ
い

て
準
備
状
況
が
説
明
さ
れ
、
参

加
者
名
簿
や
旅
行
程
等
の
資
料

が
示
さ
れ
た
。

・
総
代
会
の
準
備
と
し
て
、
役
割

分
担
と
来
賓
名
簿
が
報
告
さ
れ

た
。

高
橋
広
報
委
員
長

・
機
関
紙
「
愛
板
」
の
紙
面
サ
イ

ズ
を
Ａ
判
に
変
更
す
る
予
定
で

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
４
月

”
日
㈱
午
後
３
時
よ
り
県
板
事
務

所
に
て
理
事
会
を
開
催
し
、
調
名

が
出
席
し
た
。

ま
ず
粥
藤
理
事
長
が
挨
拶
し
、

総
代
会
を
前
に
し
審
議
事
項
が
多

数
あ
る
の
で
、
議
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
様
に
協
力
を
願
っ
た
。
そ

し
て
理
事
長
が
識
長
と
な
り
、
た

だ
ち
に
瀦
堺
に
入
っ
た
。

一
甲
■
■
■
■
■
１
１
■
■
●
■
甲
■
■
■
■
与
り
■
０
１
日
■
■
■
●
■
■
●
■
■
■
■
■
ａ
■
凸
ｇ
日
日
日
刊
■
ｇ
ｌ
Ｊ
０
０
●
■
Ｕ
Ｏ
ｇ
Ｄ
■
。
■
■
■
■
①
■
血
。
■
■
ｃ
●
ロ

ー
蕊
烹
謹
蕊
を
》
》
開
《
催
綴
織

、
全
板
愛
知
大
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

ス
テ
ッ
カ
ー
有
料
販
売
に
つ
い

て大
サ
イ
ズ
（
１
ヶ
付
）
刷
円

中
サ
イ
ズ
（
９
ヶ
付
）
卸
円

・
責
拝
施
工
保
証
制
度
ス
テ
ッ
カ
ー

作
成
に
つ
い
て

、
資
格
講
習
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

依
頼
に
つ
い
て
（
厨
房
空
調
委

》
貝
今
云
）

・
組
合
加
入
誓
約
書
（
青
年
部
活

動
者
）
に
つ
い
て

非
組
合
員
で
あ
っ
て
も
２
年
以

内
に
組
合
加
入
を
誓
約
す
る
者

に
は
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る

事
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

、
基
幹
技
能
者
講
習
会
に
つ
い
て

講
習
会
日
時

６
月
５
．
６
日
９
時
～
５
時

場
所ク
ボ
タ
松
下
電
工
外
装
㈱

名
古
屋
営
業
所
南
館
３
Ｆ

参
加
費
３
万
５
千
円

・
リ
サ
イ
ク
ル
雨
樋
構
築
に
つ
い

て
，
総
代
数
の
変
更
に
つ
い
て

以
上
で
全
て
の
議
事
を
終
了
し

た
。
相
談
役
の
平
野
弘
氏
と
山
本

清
氏
の
挨
拶
に
続
き
、
高
柳
副
理

事
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
午
後

５
時
加
分
に
閉
会
し
た
。

あ
っ
た
が
、
予
算
上
の
都
合
で

こ
れ
を
断
念
し
、
現
在
の
紙
面

サ
イ
ズ
で
改
良
を
考
え
る
。

・
畑
号
記
念
号
（
Ⅳ
年
新
年
号
）

を
予
算
内
の
費
用
で
発
行
す
る
。

．
「
愛
板
」
「
板
金
新
聞
」
の
早
期

配
布
を
依
頼
し
た
。

松
代
技
術
研
究
委
員
長

・
銅
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
習
会
に

委
員
５
名
が
参
加
し
た
。
略
年

度
の
事
業
と
し
て
、
銅
板
に
関

す
る
講
習
会
を
企
画
す
る
。

蟹
江
保
証
副
委
員
長

・
保
証
申
請
者
卸
名
を
達
成
す
る

為
に
更
な
る
協
力
を
願
い
た
い
。

。
保
証
制
度
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
決
定
し
た
。
４
枚
１

組
で
千
円
の
有
料
と
す
る
。
各

支
部
で
取
り
ま
と
め
て
注
文
し

て
ほ
し
い
。

沼
津
厚
生
委
員
長

・
県
板
共
済
の
加
入
率
は
現
在
妬
．

１
％
で
あ
る
。
帥
％
を
目
標
に

加
入
促
進
す
る
。
ま
だ
未
加
入

の
委
員
・
役
員
さ
ん
は
必
ず
加

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
第
調
回
通
常
総
代
会
に

つ
い
て

総
代
会
と
そ
の
後
に
行
わ
れ
る

村
上
章
氏
及
び
山
本
清
氏
の
受
章

祝
賀
会
そ
し
て
平
野
光
男
氏
に
よ

る
講
演
の
運
営
方
法
等
は
総
務
委

員
長
報
告
の
通
り
で
あ
る
。

総
代
会
で
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
る
焔
年
度
決
算
書
園
と
略
年
度
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側
そ
の
他

・
全
板
愛
知
大
会
「
記
念
誌
・
別

冊
」
作
成
に
伴
う
支
部
広
告
協

賛
の
依
頼
に
つ
い
て

Ｂ
５
判
５
千
部
印
刷

広
告
料
１
ペ
ー
シ
４
万
円

半
ペ
ー
ジ２
万
５
千
円

予
算
書
隠
を
青
島
専
務
理
事
が
詳

細
に
わ
た
っ
て
説
明
し
た
。
通
年

度
に
お
い
て
組
合
脱
退
者
が
如
名

以
上
あ
り
賦
課
金
収
入
が
激
減
し

た
。
し
か
し
、
太
陽
生
命
株
券
の

売
却
収
入
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て

黒
字
決
算
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
ふ

ま
え
て
出
年
度
予
算
案
は
節
約
型

と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
節
約
方
法
と
し
て
、

①
支
部
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会
等

に
理
事
長
や
専
務
理
事
が
来
賓

と
し
て
出
席
す
る
場
合
、
年
一

回
一
人
と
し
、
祝
儀
は
出
さ
な

い
。
手
土
産
は
受
取
ら
な
い
。

②
県
板
事
務
所
で
の
会
議
で
は
、

コ
ー
ヒ
ー
は
カ
ン
入
り
と
す
る
。

こ
の
２
点
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

又
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
委

員
会
の
統
廃
合
や
組
合
員
の
増
加

を
計
る
事
が
提
言
さ
れ
た
。

愛

・
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
も
勧

め
て
い
く
。
加
入
手
続
き
は
明

治
安
田
生
命
に
委
託
し
て
あ
る
。

加
納
技
能
委
員
長

・
技
能
検
定
受
験
申
請
数
は
１
級

坐
名
２
級
躯
名
で
あ
る
。

・
実
技
試
験
は
７
月
岨
日
㈲
岡
崎

技
術
工
学
院
で
実
施
す
る
。

加
藤
厨
房
空
調
委
員
長

・
如
月
鯛
・
塑
日
に
岡
崎
技
術
工

学
院
に
て
講
習
会
を
開
く
。
講

習
内
容
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
て
決
定
す
る
。

籾
山
経
営
研
究
委
員
長

・
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
の
講
習
会

を
開
催
す
る
。

・
消
費
税
法
改
正
に
伴
う
勉
強
会

は
必
要
な
ら
支
部
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

長
谷
川
技
能
士
会
長

・
今
年
度
よ
り
技
能
プ
ラ
ザ
を
担

当
す
る
。

・
新
会
員
を
募
集
し
て
い
る
の
で

各
支
部
で
ま
と
め
て
ほ
し
い
。

③
全
板
長
崎
大
会
に
つ
い

て前
述
の
毛
利
総
務
委
員
長
の
報

告
通
り
で
あ
る
。

全
組
合
員
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

大
友
財
務
部
会
長

．
「
大
会
し
お
り
別
冊
」
へ
の
広

告
掲
載
を
各
支
部
に
依
頼
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

高
柳
企
画
部
会
長

・
長
崎
大
会
で
横
断
幕
と
共
に
、

愛
知
万
博
の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ

る
モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッ
コ
ロ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
も
Ｐ
Ｒ
に
使
う
。

・
愛
知
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
は
８
月

に
全
国
へ
送
付
す
る
。

・
し
お
り
別
冊
に
愛
知
大
会
の

テ
ー
マ
（
太
陽
。
風
・
水
）
に

関
す
る
記
事
を
組
合
員
か
ら
募

集
す
る
。

佐
藤
運
営
部
会
長

・
長
崎
大
会
で
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
３
種
３
千
部
の
袋
詰
め

を
５
月
７
日
に
行
う
。
横
断
幕

と
モ
リ
ゾ
ー
、
キ
ッ
コ
ロ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
現
地
へ
発
送
す
る
。

・
愛
知
大
会
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は

実
費
で
全
員
に
購
入
し
て
も
ら

－
つ
。



館
建
設
の
御
礼
と
組
合
員
一
丸
と

な
っ
て
組
合
事
業
推
進
を
呼
び
掛

け
た
。
今
回
か
ら
竹
野
会
長
の
発

案
で
各
県
板
で
特
別
重
点
に
し
て

い
る
事
業
や
成
功
例
、
新
し
い
取

り
組
み
な
ど
を
組
合
活
動
の
参
考

に
す
る
目
的
か
ら
事
例
発
表
を
篭

会
次
第
に
取
り
入
れ
る
事
に
な
り
、

初
回
は
愛
知
県
板
が
軌
道
に
乗
せ

た
「
保
証
制
度
」
に
つ
い
て
驚
藤

理
事
長
が
説
明
し
た
。
現
在
、
愛

知
県
板
の
保
証
申
請
数
は
北
海
道

に
続
き
第
二
位
の
実
績
を
持
つ
が
、

こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
や
方
策
、
今

後
の
課
題
、
意
識
向
上
の
取
り
組

み
な
ど
を
話
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き

互
い
に
顔
見
知
り
も
多
く
各
県
板

組
合
員
入
り
交
じ
っ
て
、
健
康
を

喜
び
合
い
、
明
日
へ
の
活
性
化
を

語
り
不
景
気
を
吹
っ
飛
ば
す
和
や

か
な
懇
親
会
場
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
総
会
会
場
が

遠
距
離
の
た
め
自
己
負
担
で
宿
泊

を
す
る
事
に
し
て
、
砺
波
の
ホ
テ

ル
に
移
動
。
砺
波
市
在
住
の
富
山

県
板
・
三
山
副
理
事
長
と
現
代
の

名
工
・
石
附
氏
か
ら
一
枚
の
銅
板

で
扇
と
鶴
が
一
体
で
折
ら
れ
た
見

事
な
作
品
を
見
せ
て
貰
い
、
折
り

方
の
技
術
指
導
ま
で
し
て
頂
い
た
。

差
入
れ
の
地
元
の
銘
酒
「
立
山
」

を
酌
み
交
し
、
気
さ
く
で
誠
実
な

お
二
人
と
の
出
会
い
は
何
に
も
勝

る
収
種
で
あ
っ
た
。

《
恥
”
秘
鈴
Ⅷ
仙
川
》
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そ
し
て
中
仮
協
が
組
合
員
各
位
の

為
に
な
に
を
な
す
べ
き
か
、
諸
兄

の
知
恵
の
桔
集
を
切
望
す
る
一
と

挨
拶
。
富
山
県
板
・
清
水
氏
を
議
長
に

選
出
、
議
案
審
議
に
入
り
平
成
十

五
年
度
事
業
報
告
・
決
算
承
認
案

と
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
拍
手
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。
収
支
決
算
内

容
は
予
算
額
に
見
合
っ
た
安
定
し

た
決
算
が
示
さ
れ
た
。
事
業
計
画

で
は
継
続
し
た
責
任
施
工
保
証
制

度
の
充
実
と
推
進
、
新
鋼
板
の
Ｐ

Ｒ
活
動
、
全
板
国
保
・
年
金
基
金

の
加
入
促
進
、
太
陽
光
発
電
な
ど

新
分
野
の
開
拓
、
愛
知
県
開
催
の

全
国
大
会
支
援
。
が
今
年
度
の
活

動
目
標
に
な
る
。

議
事
終
了
の
の
ち
、
勝
又
全
板

理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
全
板
会

蕊

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

（
会
長
・
竹
野
茂
石
川
県
板
理
事

長
）
は
四
月
二
十
三
日
、
富
山

市
・
富
山
電
気
ビ
ル
会
館
に
於
い

て
、
第
二
十
六
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

こ
の
日
、
北
陸
特
有
の
天
候
の

中
、
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
三

重
・
福
井
・
石
川
・
富
山
の
各
県

板
か
ら
、
役
員
、
代
議
員
、
事
務

局
合
わ
せ
て
六
十
余
名
が
新
緑
が

目
映
う
富
山
市
に
参
集
し
た
。

愛
知
県
板
か
ら
理
事
長
以
下
十

名
が
出
席
し
た
。
来
賓
に
は
勝
又

全
仮
連
理
事
長
、
宇
野
前
中
板
協

会
長
、
杉
野
富
山
県
板
顧
問
の
三

氏
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

傍
総
会
風
景

議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案

過
年
度
事
業
報
告
、
第
二
号
議
案

過
年
度
会
計
報
告
、
監
査
報
告
で
、

と
も
に
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
は
肥
年
度
事
業
計

画
爵
第
四
号
議
案
は
肥
年
度
予
算

と
続
き
可
決
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案

ま
で
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
審
議
を

終
了
し
た
。
．

次
に
、
第
妬
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
、
愛
知
県
予
選
の
入
賞

者
表
彰
が
あ
り
、
技
能
競
技
の
部

最
優
秀
賞
、
砂
塚
耕
二
（
岡
崎
）
、

同
じ
く
優
秀
賞
、
津
田
雄
三
（
岡

ト
あ
い
さ
つ
す
る
竹
野
会
長

傍
総
会
風
景

３
頁
へ
つ
づ
く

⑨

央

幻

財

〆

《

●

ザ

愛

し
「
保
証
制
度
」
に
つ
い
て

事
例
発
表
す
る
南
藤
理
事

長
（
愛
知
県
板
）

総
会
に
先
立
ち
、
十
二
時
よ
り

平
成
十
六
年
度
・
第
一
回
理
事
会

を
開
き
、
総
会
に
上
程
す
る
議
案

や
諸
課
題
に
付
い
て
協
議
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分
開
会
、
粛
藤

副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
き
、

竹
野
会
長
は
「
長
引
く
不
況
で
板

金
業
界
も
深
刻
な
状
態
に
追
い
込

ま
れ
て
お
り
、
組
合
員
減
少
の
歯

止
め
と
共
に
一
刻
も
早
く
状
況
を

打
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
苦

境
の
中
で
板
金
会
館
建
設
資
金
の

捻
出
に
多
大
な
協
力
を
賜
り
、
中

板
協
七
県
板
そ
ろ
っ
て
目
標
達
成

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

ザ詫丑器②

域
繍鴬

４
月
ｎ
日
㈲
、
豊
橋
市
の
豊
橋

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
県
坂
青

年
部
第
妬
回
通
常
総
会
が
東
三
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
例
年
な
ら
午
後
一
時

の
開
会
だ
が
、
東
三
親
支
部
の
総

会
と
同
日
の
た
め
、
一
時
間
遅
れ

の
午
後
二
時
に
開
会
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
粛
藤
理
事
長
、

高
橋
常
務
理
事
（
青
年
部
担
当
役

員
）
、
原
田
東
三
支
部
長
、
加
藤

厨
房
空
調
委
員
長
を
迎
え
、
驚
藤

理
事
長
、
原
田
東
三
支
部
長
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

議
長
に
刈
谷
支
部
の
神
谷
智
責

君
が
指
名
さ
れ
議
案
審
議
に
入
っ

た
。

‘

４
§
罫
鼎
踊
略
Ｊ
●
麗
唇
夢
砿
か
滞
恥
心
趣
噸
常
賢
哩
爵
嬰
、
み
ず
導
管
鴬
那
堅
と
。
．
ず
．
＃
。
。
，
，
ぜ
ぅ
瑚
甜
溌
踊
到
畢
Ｐ
布
く
吋
母
為
苫
》
嘩
縛
ｌ
、
避
都
奄
輔
崎
が
潤
闇
Ｉ
壁
ｆ
，
魚
負
い
賢
哲

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
〆
穂
亨
多
ぎ
ぶ
》

鳶
一
一
月
年
部
貞
秘
舜
一

恥
”
学
胤
噺
第
弱
一
口
一
通
常
総
会
録

一
審

し
あ
い
さ
つ
す
る

宇
野
青
年
部
長

勺
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』傍
熱
弁
さ
れ
る
五
代
目

一
龍
斎
貞
花
師
匠

鐙蕊
型用品

２
頁
よ
り
つ
づ
き

崎
）
〔
と
も
に
全
国
大
会
出
場
〕

に
撫
藤
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
た
。

表
彰
式
の
後
、
ｎ
月
に
開
催
予

定
の
誰
習
会
（
青
年
部
協
賛
）
に

つ
い
て
、
加
藤
厨
房
空
調
委
員
長

よ
り
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

午
後
三
時
三
十
分
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
は
会
場
を
移
り
懇

親
会
に
入
っ
た
。

会
場
に
入
る
時
に
く
じ
引
き
で

テ
ー
ブ
ル
が
分
け
ら
れ
、
各
支
部

が
バ
ラ
バ
ラ
に
座
っ
た
。

部
及
の
挨
拶
の
後
、
高
橋
常
務

理
聯
の
乾
杯
の
帝
頭
で
、
宴
が
始

ま
っ
た
。

他
支
部
の
部
員
と
の
懇
親
を
深

め
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
岩
崎

相
淡
役
の
締
め
に
て
無
瓶
終
宴
と

な
っ
た
。
豊
田
支
部
田
中

鱗蕊

愛ぶ
蝋#：
縦息

総う

鍵§
…

し
懇
親
会
風
景

鞠

＃鳥
迩一浬

隣
あ
い
さ
つ
す
る
蘇
見
会
長

霧嬉捨

タ

Ｉ
準

（
４
月
過
日
に
入
校
式
が
行
わ
れ

る
の
だ
が
、
途
中
か
ら
で
も
入
校

で
き
る
そ
う
な
の
で
、
も
し
事
業

所
内
で
希
望
者
が
お
ら
れ
る
の
な

ら
ば
、
問
い
合
わ
せ
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
）

富
本
育
三
氏
（
春
日
井
）
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
総
会
を
終
え
る
。

休
憩
後
、
第
二
部
の
講
演
が
予

定
さ
れ
、
講
談
師
、
五
代
目
一
龍

斎
貞
花
師
匠
の
「
戦
国
武
将
に
学

ぶ
生
き
残
り
戦
略
」
と
題
し
、
い

ろ
い
ろ
な
戦
国
武
将
を
例
に
あ
げ
、

い
か
に
今
の
時
代
を
の
り
き
る
か

を
、
面
白
お
か
し
ぐ
講
演
さ
れ
た
。

師
匠
は
地
元
、
江
南
市
出
身
で
あ

り
、
よ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
に
も
出
演

さ
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
御
存
知

の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
一
月
に
県
板
新
年
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
宴
会
場
に
移
動

し
、
懇
親
会
が
は
じ
ま
る
。
引
き

続
き
貞
花
師
匠
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
宴
会
芸
を
披
露
さ
れ
盛
り
上

が
る
。
す
っ
か
り
日
も
暮
れ
、
宴

会
も
２
時
間
程
で
中
締
め
を
行
い

終
え
た
。

津
島
猪
飼

桜
も
満
開
の
４
月
ｎ
日
㈲
、
午

後
３
時
よ
り
松
岡
豊
泉
閣
に
て
、

各
支
部
の
代
表
妃
名
が
出
席
し
、

開
催
さ
れ
た
。

佐
藤
忠
雄
氏
（
一
宮
）
の
開
会

の
辞
で
幕
が
あ
け
、
次
に
全
員
で

物
故
者
黙
祷
を
行
っ
た
。

続
い
て
尾
張
連
合
会
長
の
平
野

克
彦
氏
が
挨
拶
さ
れ
、
参
加
者
に

歓
迎
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

渡
辺
和
弘
氏
（
一
宮
）
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
は
い
る
。

１
号
議
案
、
平
成
過
年
度

事
業
報
告

２
号
議
案
、
平
成
咽
年
度

会
計
報
告

３
号
議
案
、
監
査
報
告

４
号
議
案
、
平
成
肥
年
度

事
業
計
画
案

５
号
議
案
、
平
成
肥
年
度

予
算
案

６
号
議
案
、
承
認
の
件
そ
の
他

#撤繊
(溌尾；
溌溺岳
；板；

総書
グ△もサ

会異ｉ
：蕊

恩謡
開催蕊
::パー函
：、ダ．‘：｡.･･･､‘

|購議燕
４
月
Ⅳ
日
㈲
、
名
古
屋
連
合
会

の
通
常
総
会
が
千
種
区
池
下
の

「
厚
生
年
金
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、

妃
名
が
参
加
し
た
。

午
後
４
時
、
猪
飼
光
彦
氏
の
司

会
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
鷲
見
連
合

会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ

た
。
議
長
に
は
松
井
紹
郎
氏
が
選

任
さ
れ
、
巧
年
度
事
業
報
告
及
び

会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て

略
年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
事

が
終
了
、
鈴
木
準
一
氏
の
閉
会
の

辞
で
総
会
を
終
了
、
続
い
て
来
賓

挨
拶
と
し
て
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
謂
藤
理
事
長
と
市
会
議
員
松
山

登
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

粛
藤
理
事
長
は
一
年
後
に
迫
っ

た
全
板
愛
知
大
会
準
備
へ
の
協
力

と
「
保
証
書
」
発
行
の
申
請
（
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
は
組
合
員
の
数
の

、
＃
霊＃

鯛
饗
毒
屋
侭
窒
運

傍
あ
い
さ
つ
す
る
平
野
会
長

愛

惨
円
卓
で
の
懇
親
会

議
事
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、

全
員
の
承
認
を
得
ら
れ
た
。

続
い
て
来
賓
の
高
柳
一
男
副
理

事
長
が
挨
拶
さ
れ
、
当
日
の
朝
の

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
桜
の
開
花
の
長

い
年
は
統
計
に
よ
る
と
景
気
が
上

昇
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

願
い
た
い
も
の
だ
。
あ
と
、
全
板

会
館
の
完
成
祝
賀
会
参
加
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
組
合
員
の
負
担
金

の
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
愛
知
万
博
チ
ケ
ッ
ト
２

千
枚
完
売
の
お
礼
と
全
板
愛
知
大

会
を
〃
一
致
団
結
し
て
成
功
さ
せ

よ
う
〃
と
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
愛
板
協
会
連
絡
事
項
と
し

て
、
羽
柴
弘
和
氏
が
挨
拶
さ
れ
、

毎
年
減
少
し
つ
つ
あ
る
訓
練
校
の

入
校
生
の
呼
び
か
け
を
さ
れ
た
。

傍
総
会
風
景

わ
り
に
申
請
件
数
が
少
な
い
）
へ

の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
を
求

め
ら
れ
た
。
続
い
て
講
演
会
に
入

り
、
４
月
よ
り
名
古
屋
市
の
事
業

系
ゴ
ミ
の
回
収
が
行
わ
れ
無
く
な
っ

た
後
の
「
適
性
処
理
」
に
つ
い
て
、

名
古
屋
市
環
境
局
事
業
部
の
主
査
、

服
部
豊
氏
と
ゴ
ミ
減
量
部
の
主
査
、

服
部
雅
則
氏
に
よ
り
、
事
業
系
ゴ

ミ
の
処
分
方
法
や
手
数
料
改
正

（
こ
れ
ま
で
業
者
回
収
処
分
の
場

合
釦
円
陀
↓
印
円
蛇
と
、
自
己
搬

入
し
余
分
の
場
合
皿
円
蛇
↓
加
円

臆
）
へ
の
理
解
と
名
古
屋
市
の
ゴ

ミ
処
理
の
厳
し
い
状
況
を
訴
え
協

力
を
求
め
ら
れ
た
。

予
定
を
少
し
押
し
て
の
懇
親
会

に
入
り
、
午
後
８
時
、
閉
会
と
な
っ

た
。
熱
田
・
南
伊
藤



名
古
屋
板
金
連
合
会

Ⅳ
日
総
会
妃
名

千
種
支
部
肥
日
支
部
会
２
名

東
北
支
部
４
日
総
会
唱
名

・
南
宮
大
社
参
拝
、
他

昭
和
支
部
８
日
月
例
会
廻
名

・
名
古
屋
板
金
連
合
会
総
会

に
つ
い
て
、
他

瑞
穂
支
部

１
日
定
例
会
塑
名

・
保
険
証
配
布
、
他

熱
田
・
南
支
部

過
日
総
会
７
名

尾
張
板
金
連
合
会

ｎ
日
通
常
総
会（
松
岡
豊
泉
閣
）

津
島
支
部

５
日
定
例
会
・
懇
親
会
肥
名

江
南
支
部
過
日
定
例
会
８
名

・
新
旧
役
員
引
継
、
他

小
牧
支
部

３
．
４
日
親
睦
旅
行
７
名

（
篠
島
）

西
三
板
金
連
合
会

５
日
役
員
会
姐
名

岡
崎
支
部

田
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
肥
名

板第３９３号 平成１６年５月１５日（ｲ）

４
月
各
支
部
の
動
き

束
三
支
部
は
、
第
髄
回
通
常
総

会
を
、
４
月
ｎ
日
⑧
、
豊
橋
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
驚
藤
県

板
理
率
長
、
問
屋
会
を
代
表
し
て

㈱
ウ
チ
ダ
の
内
田
社
長
を
迎
え
、

午
前
９
時
釦
分
よ
り
開
会
し
た
。

原
田
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
豊

橋
地
区
の
朝
倉
佳
伸
氏
が
議
長
に

選
出
さ
れ
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

今
回
は
役
員
改
選
が
な
い
為
、

審
議
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
第

１
号
議
案
～
第
７
号
議
案
ま
で
殆

ど
問
題
な
く
無
事
可
決
承
認
さ
れ

た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
よ
り

挨
拶
を
頂
き
、
ｎ
時
釦
分
閉
会
と

な
っ
た
。

ｒ“こ“＠Ｗ

：－２

；算
；三

陸
あ
い
さ
つ
す
る
原
田
支
部
長

四
月
二
十
八
日
㈱
晴

三
九
三
号
編
集
会
議

広
報
委
員
六
名
出
席

二
時
半
開
会
五
時
半
閉
会

東

支
部
一
：
…
：
…
：
：
…
…
…
…
…

通
常
総
会
…
。
》

県
板
青
年
部
の
総
会
に
担
当
常

務
理
事
と
し
て
出
席
し
た
。
宇
野

部
長
は
挨
拶
の
中
で
「
鋤
支
部
の

う
ち
ｕ
支
部
に
青
年
部
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
支
部
に
よ
っ
て
は
後

継
者
が
少
な
く
、
単
支
部
で
結
成

で
き
な
い
な
ら
、
近
隣
支
部
が
合

同
で
立
上
げ
て
も
ら
え
る
様
、
親

組
合
の
支
部
長
さ
ん
や
ブ
ロ
ッ
ク

長
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。私
は
県
板
青
年
部
結
成
時
か
ら

Ⅲ
年
間
役
員
と
し
て
青
年
部
幹
事

会
に
出
席
し
た
。
そ
の
当
時
は
約

加
支
部
が
集
ま
り
、
ユ
ー
ー
ー
ク
な

人
材
も
多
か
っ
た
。
幹
事
会
に
出

席
す
れ
ば
、
部
長
か
ら
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
幹
事
か
ら
色
ん
な
情

報
や
知
識
が
得
ら
れ
た
。
幹
事
会

の
帰
り
は
大
勢
で
ネ
オ
ン
街
に
く

り
出
し
た
。
そ
の
時
の
仲
間
は
今

で
も
友
人
で
あ
る
。

「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
青
年

部
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
考
え
て

い
る
の
は
私
だ
け
で
な
い
と
思
う
。

青
年
部
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

支
部
の
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
。

我
々
が
味
わ
っ
た
青
年
部
の
思
い

出
を
、
今
の
若
い
人
に
も
経
験
さ

せ
ら
れ
る
様
に
再
結
成
に
努
力
し

ま
せ
ん
か
。
高
橋

東
三
支
部

２
日
会
計
監
査
７
名

７
日
青
年
部
定
例
会
過
名

・
新
旧
役
員
引
継
、
他

ｎ
日
通
常
総
会
〃
名

（
豊
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

狸
日
定
例
会
卯
名

肥
日
三
役
会
６
名

県
板
青
年
部

４
日
第
６
回
幹
事
会
略
名

・
通
常
総
会
に
つ
い
て
、
他

ｎ
日
第
妬
回
通
常
総
会
弱
名

愛

引
続
き
会
場
を
移
し
、
大
友
県

板
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
懇
親
会
と
な
っ
た
。
約
２
時
間
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
と
和
気

調
々
楽
し
ん
だ
後
、
吉
田
前
支
部

長
の
手
締
め
に
て
無
事
終
了
と
な
っ

た
。
（
出
席
者
〃
名
）

東
三
松
浦

し
総
会
風
景 〈

２００ラ愛知 :畠
園
一
厘
腰
薗

全国建築板金業者大会

開
全
板
愛
知
大
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

上
段
【
赤
】
は
太
陽
、
中
段
【
緑
】
は
風
、
下
段
【
’
一
月
】

は
水
を
表
す
。

岨
日
青
年
部
役
員
会
８
名

・
成
人
訓
諌
に
つ
い
て
、
他

羽
日
役
員
会

・
各
部
会
報
告
、
他

豊
田
支
部

９
日
第
１
回
役
員
・
班
長
会

・
新
役
員
顔
合
せ
加
名

西
尾
支
部

７
日
如
周
年
記
念
誌
編
集
会

議
７
名

妬
日
役
員
会
ｎ
名

・
西
三
板
金
連
合
会
の
報
告

知
多
支
部

躯
日
第
１
回
理
事
会
四
名

・
県
板
各
委
員
会
報
告
、
他


